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Abstract 

Marine Sports is an intensive five-day skin diving course held in Shimoda， ]apan. 

The active program in the sea is affected by meteorological conditions and the physical 

condition of the student. The purpose of this study was to investigate the effect of the 

amount time in the sea and physical condition of the students on skin diving ski11s 

and student satisfaction. We compared student evaluations from 2012 and 2013， when 

a typhoon shortened the time in the sea， to evaluate the effect of time in the sea; to 

estimate the effect of the student's physical condition， we compared the students' 

physical condition to c1ass evaluations. We found that a shorter・ timein the sea reduced 

the development of skin diving skills and resulted less satisfaction in the course， mental 

stress was associated with fatigue and less security in skin diving ability， and the quali匂r

of the participants' sleep was associated with c1ass satisfaction. 
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1. 緒言

集中実技「マリンスポーツ」はスノーケリン

グによる自然観察を主な活動プログラムとし，

自らの体力-技術を駆使して陸上で、は味わえな

い水中感覚を楽しむこと，海洋生物の生態系を

観察することで自然の魅力を享受する事ができ

る授業である。また，集団生活を通した人間関

係の形成など，学生に貴重な経験を与える学習

の場として 30年以上続けられている D 教室や

屋内で行なう J受業と異なり，学外の自然環境で

行なうため授業を遂行するにあたり考慮しなれ

ばならない点がある。 1点目は気象条件にプロ

グラムが影響を受ける点で、ある。蓬郷 (2012)

はスノーケリングを行なう際に，天候，海況(波，

j乱 潮流， *il~し透明度など)に注意を払い.

i朝の流れが少ないエリアを選択する事ーが重要で

あると報告している。本授業においてもできる

限りこれらの条件が良い時期に開設するように

計画しているが.一度台風が接近すると，近隣

の全海域が数日間に渡り実習i翠難な状況となっ

てしまう。授業期間に全くスノーケリングのプ

ログラムが実施されない事態を回避するため，

4~5 日の期間を設定しているが，プログラム

の進行に対ーする影響は避けられない。例年，学

生の授業後のアンケートには次年度も参加して

スノーケリングをもっと楽しめるようになりた

いなどの声が多く，入水時間の短縮は授業の満

足度にも影響を及ぼす可能性がある。 2点目は

受講学生が実習環境，生活環境からストレスを

受けている点である。海洋環境では，ウエット

スーツを着用している場合でも水温により急速

に体温を奪われ， また無重量に近い状態で波や

潮流に抵抗して泳ぐため，体力を消耗する。生

活環境では，普段は親元を離れ一人暮らしをし

ている学生が多く，河原ら (1969)が宿泊学習

において初対面の人と寝食を伴にすることの精

神的負荷は看過できないと指摘する通か集団

生活を伴なう本授業においても，精神田のスト

レスにト分に留意する必要がある。これらのス

トレスによる疲労は思わぬ事故を招く恐れがあ

り，水iヤでの実習における事故は死亡に至るか，

あるいは溺水による酸素不足で後遺症に繋がる

こともある。この様な重篤な事故を未然に防ぐ

ために，指導者は実習1誌に表情を確認するなど

受講学生の体調を把握するよう努めているが，

潜在的なストレスや疲労の蓄積を指摘する事は

難しく，継続的に体調を評価しその変化を把握

する必要がある。

しかしこれらの問題点がプログラムの遂行

や学習目標の達成度へどのような影響を与えて

いるのか，具体的な検討はなされてなし 1。そこ

で本研究では筑波大学体育センターが開設する

集中実技「マリンスポーツJを事例とし台風

による海への入水時間，および受講学生の体調

が，授業へ与える影響を学習目標の達成度と授

業満足度を指標として検討することを目的とし

た。この目的を達成するために，以下の 2つの

課題を設定した。

課題 1:台風による海への入水時間の違いによ

る学習自標の達成度及び授業の満足度

の変化を検討する。

課題 2:学生の体調変化を把握し学習呂襟の達

成度及び授業の満足度との関連を検討

する。

課題 1については，予定したプログラムが遂

行された授業と，台風の影響でプログラムを変

更した授業とのプログラム内容を比較し学習

目標の達成度及び授業の満足度に対する学生ア

ンケートの得点の差異を検討a した。代替プログ

ラムを行なった場合の学習効果を検討すること

は，自然環境での実習において，悪天候時に実
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習中止以外の可能性を広げる重要な課題である

と言える。諜題 2については，授業期間中，学

生の体調を毎日記録させ，学習!百Eヨi標の達成)度支及

び

;題返を検討討-する事事-によつて， I~I 然環境の中でより

安全に， より成果の高い授業を準備し展開する

際の貴重な情報を提供できるものと考えられる。

2. 方法

2.1.誤査対象

課題 1については，筑波大学下回臨海実験セ

ンターにて平成 24 年 7 月 23 日~ 27日及び平

成 25 年 9 月 24 日~ 27日に行なわれた筑波大

学共通科目体育集中実技「マリンスポーツ」を

受講した大学生及び大学院生を対象とした。平

成 24年と平成 25年の対象者数はそれぞれ 20

名(男性 14名，女性 6名)と 18名(男性 14名，

女性 4名)であった。

課題 2については，平成 25年 9月24日~

27日の期間，筑波大学下回鶴海実験センター

にて行なわれた筑波大学共通科自体育集中実

技「マリンスポーツJを受講した大学生および

大学院生 18名(男性 14名，女性 4名)を対象

とした。対象者の年齢，身長，体重はそれぞれ

23.7 こと 3.3 歳， 171.2 こと 8.4 cm， 63.6 j: 8.3 kg 

(平均土標準信i差)であった。

2.2.調査用紙

課題 1については、授業後の学習自標の達成

度及び授業の満足度を調査するために，独自に

作成した調査用紙Aを用いた(表 1)口調査用

紙 Aの質問項目は「スキンダイビングの技術

習得J(以下技術習得)， 1自然(海)について

の理解J(以下自然理解)， 1海での安全技術・

白己保全能力の習得J(以下安全能力)， 1仲間

作り・集団生活での協力J(以下仲間作り)， 1授

業の満足度jの5項目であったJ技術習得J.I自

然理解J，1安全能力J. 1仲間作り Jの各項目に

ついて，それぞれ円。全く達成できなかったj
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から 15. 非常に良く達成できたjまでの 5段

階で回答するよう指示した。授業の満足度は，

11.非常に不満」から 15. 非常に満足」まで

の 5段階で回答するよう指示した。

課題 2については，課題 1と同様，授業後の

学習 13襟の達成度及び授業の満足度を調査する

ために調査用紙 Aを用いた。さらに，授業期

間中の受講学生の体調を記録するために，独自

に作成した調査用紙 Bを用いた(表 1)。調査

用紙 Bの質問項目は「前夜のi睡眠時間J(以下

睡眠時間).1前夜のu垂眠状況J(以下睡眠状況に

f起床Il寺の食欲J(以下食欲)， 1起床時の自覚的

疲労感J(以下疲労感)， 1現在の身体症状J(以

下身体症状)の 5項目とした。 睡眠時間は調査

の前夜から当日朝にかけての睡眠時間につい

て， 30分単位で回答するよう指示した。 睡眠

状況は調査の前夜から当日朝にかけての睡眠状

況について， 11.不快jから 15. 快Jまでの

5段階で回答するよう指示した。食欲は誠査当

日起床時の食欲について， 11.食欲なしJから

15. 食欲あり jまでの 4段階で回答するよう指

示した。疲労感は調査当日起床時の疲労感につ

いて， 11.かなり疲労感あり Jから 12. 疲労

感なしjの 5段階で回答するよう指示した。身

体症状は調査当日起床時の身体症状について，

感染症などの疑いがある症状について， 13項巨

の中から該当する項目を回答するよう指示した。

いずれの課題においても授業開始時に口頭に

て調査の呂的および回収したデータの管理につ

いて説明し同意を得た。

2.3.調査の手続き

課題 1では，本授業の平成 24年と平成 25年

のプログラム内容について，海への入水時間を

比較した。授業期間の合計入水時間を日数の倍

数で徐し，半日当りの平均入水時間を求めた。

再授業とも初日と最終日は半日のみ実習が行な

われていたため，いずれも半日とした。また，

学習目標の達成度及び授業の満足度を把握する

ために，調査用紙Aを用いて授業後に調査を



表 1 各調査用紙の項目

級王をJll紙A. 学習自綴の迷i求皮及び授業の詩埼玉E皮の自己評価

l 今回の笑穏について以下の項目をどの程度途成できましたかっ

i スキングイどングの技術習得 (技術習得)

2 自然(海)についての恕解 (自然耳主解)

3. i'fiJでの'よE全技術・自己保全能力の習得(安全能力)

4.仲間作り・主義回生汚での協力 (伶間作り)

2 今回の実習に、どの程度満足していますかっ

3.以下自由記述

非常に不潟

行なった。調査用紙授業最終日に配布しその

後 2週間以内に回答・提出するよう指示した。

課題 2では，授業期間中の受講生の体調を記録

するため，調査用紙 Bを月=}¥.;¥て調査を行なっ

た。調査は授業期間中の毎朝食時に，合計 4@]

実施した (9月 24日:D1. 25日:D2. 26 [ヨ

D3.27日:D4)oD1は午後に現地集合したため，

13時 30分の開講式時に調査を実施した。学習

目標の達成度及び、授業の満足度については，課

題 1と同様の手続で調査を行なった。

2.4.分析方法

授業期間中の海への入水時間は半臼あたりの

平均時間と標準偏差を算出し対応のない t検

定を用いて平成 24年と平成 25年の入水時間を

比較した。調査用紙Aでは，各項自の平均値

と標準偏差を算出し分布の正規性を検定した

結果，いずれの項目においても正規性が認めら

れなかったため，マン・ホイットニーの ut食
定を用いて平成 24年と平成 25年の中央値を比

較した。また，項目間の関係をピアソンの相関

係数検定によって調べた。課題 2については調

査用紙 Bの各項目について， 日毎に平均値及

日聴覚m*正B 起床i砕のコンディションについての自己評価

4ド揖iこよ〈

達成できた

非常に淑Ji

s 

l 不快

2 やや不快

3・普通

4 ・やや快

び標準偏差を算出し， 日毎の差異について一元

配置分散分析による比較を行なった。事後検定

では多重比較に Bonferroni法を用いた。また，

調査用紙 Bの各項目の全日合計値と，調査用

紙 Aの各項目との関係をピアソンの相関係数

検定によって調べた。いず、れの分析において

も有意水準は 5%とし統計ーソフトには SPSS

Statistics21を使mしfこO

3. 結果及び考察

3.1.平成 24年及び平成 25年の気象条件，入

水時間及び実習内容

平成 24年及び平成 25年の入水時間と実習内

容を表 2に示す。平成 24年は 7月 2313 ~ 27 

日の全期間において晴天であった。水温は 19

~ 21度，水1=j::Jでの視界は良好で全プログラム

を計画通り遂行することができた。平成 25年

は授業前田の 9月 23日，小笠原諸島付近を北

上する台風 20号の影響で 伊豆沿岸部にはう

ねりを伴った高波が押し寄せていた。その後台

風 20号は北上を続け 25日には八丈島付近を北

東に進み. 26日には上陸することなく東へ抜
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表 2 平成 24と平成 25年の実習内容の比較

平成24年

平均 標準偏差

入水時間(h/半自) 1.8 0.4 

プロ

1日目 午後 開講式，浜掃除，7]<慣れ(鍋田)

2自由
午前 スキンダイピング(広浦)

午後 スキンダイビング(広浦)

3日目
午前 スキンダイビング(須崎)

午後 スキンダイピング(須崎)

4日目
午前 スキンダイどング(多々 戸)

午後 スキンダイピング(大浦)

5日自
午前 水族館観察，遠泳(大浦・鍋田)

午後 開講式

けて行った。水温は 22~ 24度と好条件であっ

たが，この台風の影響により波が高く，また波

に巻き上げられた砂が海水に舞って水中での視

認性が極めて悪かったことから，当初予定して

いたプログラムを大幅に変更して授業が展開さ

れた。そのため，授業期間中の半日当りの入水

1時間は，平成 24年と比較し平成 25年で有意に

短い結果となった (t= 2.6， dfニ 12，pく 0.05)。

3.2.学習目標の達成度及び授業の満足度と授業

条件の関係

全項目の中央値及びU値を表 3に示す。「技

術取得J(U = 104.0， pく 0.05) と「安全能

力J(U = 119.5， pく 0.05)，1仲間作り J(U 

= 127.0， pく 0.05) において平成 25年と比較

し平成 24年で有意に高値を示した。また， 1自

然理解J(U = 36， p > 0.05) と「満足度J(U 

= 22， p > 0.05) は平成 24年と平成 25年と

で遠いが認められなかった。

学習達成度について「技術習得Jと f安全能

力J. 1仲間作り Jにおいて有意差を示し平成

25年と比較し平成 24年において高い値を示し

た。この原因として「技術習得Jと「安全能力J

の評備には海への入水時間が影響しており，よ

り入水時開が長かった平成 24年で高い値を示

したと言える。両授業とも授業前に本校屋内

平成25年

平均 標準備差 tf，痕

1.0 0.8 2. 6牢

開講式， '/;兵掃除，水慣れ(鍋田)

ボディーサーフィン(弓ヶ浜海水裕場)

ボデイーサーフィン(弓ヶ浜海水浴場)

下回海中水族館観察

浜掃除，スインダイピング(鍋田)

スキンダイピング(須崎)

開講式

本pくO.05 

プールでスキンダイビングの基礎技術を十分に

翠得していたにも関わらず評価に差が認められ

たことから，海でのスキンダイビングの技術習

得には海での練習時間がより重要であると考え

られる。また，屋内プールと異なり海では波や

風，潮流があるため，技量が十分でない場合に

身体を自由に扱えず危険を感じる事ーがある。「安

全能力Jの評価は海の中で不安や身の危険を感

じる事で低くなる可能性が考えられるため， 1技

術習得Jと「安全能力jとの評価には関連性が

認められたと推察できる。「仲間作り jについ

ては技術的要素との関連は考えにくく， レクリ

エーション活動などの代替プログラムでは海で

の活動を通して得られる学生同士の結び付きは

得られにくいと考えられる。

「自然理解Jにおいては，入水時間の異なる

再授業において違いが認められなかったことか

ら，他の項目と比較し入水時間の影響を受けに

くい項自であると考えられる。平成 25年度に

おいては台風による強風や，荒れた海:の側で生

活することで自然の脅威を感じられたことが，

海で実習を行なうこと同程度に自然に対する理

解が深まったものと考えられる。「満足度jに

ついては両授業ともに高値を示し差が認められ

なかったことから，台風の影響により十分に入

水時間を確保できない条件でもボデイーサー
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車のいずれを選択した場合においても午前 611寺

前に居住地を出発しなければならない交通事情

が影響していると考えられる。授業開始時のコ

ンディションとして極眠不足の状態は好ましく

ないものであか受講学生には事前に行動予定

を伝えるのみではなく. しっかりと睡眠を取り

体調を整えて授業に臨むよう指導する必要があ

る。矢野ら (2006) が小学生の臨海学舎を対象

とした調査では. 5日開のプログラムの中で，

3日以降に保健室の利用が増加するため. 3 EI 

以降の体調管理に十分留意する必要があるとし

ブインやレクリエーションなどの代替プログラ

ムを準備しておくことで満足度が高く効果(:l守な

授業を展開することができると考えられる。し

かしながら.全体的な{頃向として平成 25:{jミと

比較し平成 24 年の ~rf{illiが高いことを考えると，

より学習達成度・満足度の高いプログラムを提

供するためには海への入水時間を確保する事が

大切であり、そのために極力台)試が接近しない

時期に授業期間を設定するなどの配慮が必要で

ある。

* pく0.05
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3.3.学生の体調管理について

学生の体調変化について

授業期!日JIごいの調査用紙 Bの各項目の平均値，

標準偏差及び分散分析の結果を表 4に示す。分

散分析の結果 111垂眠時間」と「睡眠状況」に有

意差が認められた。多重比較の結果「睡眠時間J

において Dlと比較し D2とD3で有意に高い

値を示し. 111垂限状況Jにおいて Dlと比較し

D2で有意に高い値を示した (I::ill1)。この事か

ら授業前夜の睡眠時間が短く i睡眠の質も良くな

いことが明らかとなった。これは授業初日の集

合時間に到着するためには.交通手段に車，電

* pく0.05

13 

学習目標の達成度及び授業の満足度の

評価の比il安
表 3

日一点
υ
t
T
区一一湖一一

Ulj直

104.0本

126.0 

119. 5 * 
127.。ネ
148.5 

平成25&:!三

rjl炎{iil

4 

4 

4 

5 

5 

平成2'1年

tjl央官直

「d 

5 

5 

5 

5 

技術習得

自然理解

安全能力

仲間作り

満足度

D4 D3 

調査日

D2 i
 

hu 

i睡眠状況の変動B 11垂眠時間の変動A 図1* pく0.05

授業期間中の各コンディション指標の変化表 4

F{j直

19.88 * 
4.15ネ

0.32 n. s. 

0.26 n. s. 

*pく0.05

D1 D2 D3 D4 

平均綴耳障昔話差 平均 標準備差 平均 標準偏差 平均 標準偏差

5.2 1.4 7.5 0.7 7.0 1.1 6.2 0.8 

3. 2 1. 2 3.9 1. 0 3.8 0.9 4.0 1. 0 

3. 5 O. 5 3.6 O. 5 3. 5 O. 5 3. 5 O. 5 

3. 6 1. 0 3. 7 1. 0 3. 7 1. 0 3.8 1. 1 
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表 5 各項自問の相関係数

11長11J.i:1!寺院11

JI量眠状況 0.28* 

食欲 一0.10 0.35* 

jjJj_'jj!感 0.72 0.54キ 0.57* 

*pく0.05

ているが，本イiJf究においては「食欲」と「疲労

感jについて，変動が認められず，授業期間中

にストレスや疲労が自覚できる程蓄積していな

かったと考えられる。

各項目 1M]の相関関係を表 5に示す。 111垂i眠状

況jについては「極限時間Jと相関関係が認め

られた事から. I居眠時間の長さが影響している

可能性が考えられる。一般的に疲労の回復に

は栄養と休養が大きな役割を果すと考えられて

いるが，本研究においては「食欲J. r疲労感J

については「睡眠時間Jと相関関係は認められ

なかった。これは，授業期間における入水時間

が短かったため，回復が必要な程の疲労状態で

なかったことが原因と考えられる。

「食欲」については前自の食事量などの影響

を受けることが考えられるが， 1疲労感Jと正

の相関関係にあった事から，十分に自覚的体調

を推定できる指標であることが確認できた。

11睡眠状況jと「食欲jとの相関係数は，それ

ぞれの項呂と「疲労感Jとの相関係数よりも低

かった。従ってそれぞれの項自に疲労以外の要

因が影響を与えている可能性が考えられる。そ

の要因として f睡眠状況Jについては慣れない

寝具や寝室の温度・湿度の管理. 1食欲Jにつ

いては食事内容や食事量などが考えられるが，

本研究の調査ではどの程度影響を与えているか

明らかに出来ないため今後の検討課題である。

体調が学習自標の達成度及び満足度に与える影

響について

授業期間中のコンデイションが学習目標の達

成度及び授業の満足度へ与える影響を誠査する

ため，調査用紙 Bの各項目の D1から D4まで

の合計値と調査用紙Aの各項目との相関関係

表 6 各項目の相関係数

合計隊眠時間合苦j'N丞1I民状況 合引食欲 合計疲労感

技術習得 0.09 0.18 -0. 17 o. :32 

自然)11[解 0.25 0.06 0.26 0.38 

安全能力 0.02 0.13 0.11 0.60 * 

仲間{乍り 0.01 0.39 0.03 -0.09 

満足度 0.0:3 0.47キ -0.04 -0.14 

*pく0.05

を調べた(表 6)。その結果「合計疲労感」と f安

全能力」とに相関関係が認められ (rご 0.60.

pく 0.05). 1合計l睡眠状況jと「満足度Jとに

相関関係が認められた (r= 0.47. pく 0.05)0 

f技術習得Jの評舗は，学習能力がi司じと仮

定した場合，評価の高い学生ほど積極的に練習

に取り組み身体的疲労を感じている可能性が考

えられる。しかし疲労を感じる程得点が低く

なる f合計疲労度jと「技術習得」との聞に負

の相関関係は認められなかった。一方「安全能

力」の評価が低くなる原留は不安や身の危険を

感じる事があったためと考えられることから，

「安全能力」の評価が低い場合，精神的ストレ

スを受けている可能性が考えられる。以上のこ

とから， 自覚的な疲労感には身体的ストレスよ

り精神的ストレスが影響していた可能性があ

る。

「睡眠状況Jと「満足度jとの関係から，授

業期間中の休養の取り方が授業の満足度に影響

を与える可能性が推察される。しかし騒眠時間

の長さと相関関係が認められないことから，い

かに質の高い睡眠を確保するかが重要であると

考えられる。福満ら (1989) は見童を対象とし

たキャンプでの調査で，疲労回復のためには十

分な極限が必要であり，それには睡眠時の気温

が影響していることを報告している。本研究の

結果からも，寝具や室温の管理など， より良い

睡眠環境を確保する工夫を学生へ促すなどの指

導が効果的であると考えられる。

今後の検討課題

自覚的な指標のみで体調を評価した場合，前

日の実習内容による心理的影響により生体試料

をmいた客観的な評価方法と異なった結果が得
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られる可能性が考えられる。前日の実習で非常

に高い達成!惑を得た場合や自分が期待する以上

の成功体験をした場合，その達成感や気分の高

揚などが過大評価につながり， 自身の体調不良

に気づくのが遅くなるばかりか，無謀な行動か

ら事故を起こすなととの事態が考えられる。本研

究では「疲労感」と「安全能力」との相関関係

から.精神的ストレスが疲労!惑に影響を与える

可能性が示されたため.実習中の精神的ストレ

スにつながる出来事について把纏することが重

要と言える。例としては，実習中に海で溺れそ

うになった，多量に海水を飲んだといった事は

事故にならなくとも大きなストレス要因と考え

られる。そのため，チェツクシート等を用いて

教員と学生がストレス要因となる出来事;がどの

程度あったのか共通認識を持ち，必要があれば

学生の実習参加意欲低下に対し策を講じなけれ

ばならなし」そして実習への参加意欲について

は，身体的に疲労状態にあり且つ参加意欲が高

い場合は実習仁!コに大きな事故を招く恐れがある

ため，参加意欲についてもストレス要因と向様

にチェック出来る体制を整え，注意深く観察す

る必要がある。また，運動による疲労の蓄積は

-11寺的な体調不良のみならず風邪症状(上気道

感染症)につながる事が報告されている(山内

ら2011. Gleesonら1999)0宿泊を伴う授業で

j二気道感染症を悪化させた場合，授業から離脱

せざるを得なくなる事がある。これらの点か

ら，今後は自覚的な指標のみに頼らない評価方

法も検討する必要がある。スポーツの競技現場

では，生体内の免疫物質の発現量から競技選手

の体調を把握し感染症の擢患リスクを低くす

る試みが行なわれているため，教育現場への応

用についても十分検討の余地があるものと考え

られる。

4. 結論

本研究の結果から，本授業では台風の影響に

より海への入水時間が短縮される事と，入水時

!習の短縮はスキンダイビングの技術習得達成度

の低 iごにつながる事が明らかとなった。そのた

め，授業期間の設定には台風の影響を考慮する

必要がある。

台風の影響で、海への入水11寺11号が短縮された場

合にも，代替プログラムを行なうことで自然

(海)についての理解と授業の満足度は低下

しない事が明らかとなった。その学習効果は海

での実習と比較し限定的なものとなるが，予見

できない気象条件の悪化に備え代替プログラム

を準備するべきである。

また体調の調査から，海での安全技術・自己

保全能力の習得の評価低下と自覚的な疲労感の

増加に相関関係が認められた。その要因として

海での実習による精神的ストレスが一因である

可能性が示唆された。

授業の満足度は授業期間中の極眠状況と相関

関係にあることが示された。本研究の結果から

はその因果関係を示すことはできないが. I極限

環境の重要性を受講学生に指導することは疲労

回復に有効である可能性が示唆された。
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